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11こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
」
と
は
、
吹
付
け
石
綿
そ
の
他
の
特
定
粉
じ
ん
を
発
生
し
、
又
は
飛
散
さ
せ
る
原
因
と
な
る
建
築
材
料
で

12
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
定
建
築
材
料
」
と
い
う
。
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
（
以
下
「
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）
を
解
体
し

、
改
造
し
、
又
は
補
修
す
る
作
業
の
う
ち
、
そ
の
作
業
の
場
所
か
ら
排
出
さ
れ
、
又
は
飛
散
す
る
特
定
粉
じ
ん
が
大
気
の
汚
染
の
原
因
と
な
る
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
を
い
う
。

・

（
略
）

13

14
（
作
業
基
準
）

第
十
八
条
の
十
四

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
に
係
る
規
制
基
準
（
以
下
「
作
業
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
粉
じ
ん
の
種
類
及
び
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業

の
種
類
ご
と
に
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
方
法
に
関
す
る
基
準
と
し
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。
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（
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
届
出
）

第
十
八
条
の
十
五

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
伴
う
建
設
工
事
（
以
下
「
特
定
工
事
」
と
い
う
。
）
を
施
工
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業

の
開
始
の
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

災
害
そ
の
他
非
常
の
事
態
の
発
生
に
よ
り
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

特
定
工
事
の
場
所

三

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
種
類

四

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
期
間

五

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
対
象
と
な
る
建
築
物
等
の
部
分
に
お
け
る
特
定
建
築
材
料
の
種
類
並
び
に
そ
の
使
用
箇
所
及
び
使
用
面
積

六

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
方
法

２

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
伴
う
特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
は
、
速
や
か
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道

府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
は
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
対
象
と
な
る
建
築
物
等
の
配
置
図
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
画
変
更
命
令
）

第
十
八
条
の
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
方
法
が

作
業
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
限
り
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
特
定

粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
方
法
に
関
す
る
計
画
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
作
業
基
準
の
遵
守
義
務
）

第
十
八
条
の
十
七

特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
は
、
当
該
特
定
工
事
に
お
け
る
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
に
つ
い
て
、
作
業
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
基
準
適
合
命
令
等
）

第
十
八
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
が
当
該
特
定
工
事
に
お
け
る
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
に
つ
い
て
作
業
基
準
を
遵
守
し
て
い

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
当
該
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
に
つ
い
て
作
業
基
準
に
従
う
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
当
該
特
定

粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
一
時
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
文
者
の
配
慮
）

第
十
八
条
の
十
九

特
定
工
事
の
注
文
者
は
、
当
該
特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
に
対
し
、
施
工
方
法
、
工
期
等
に
つ
い
て
、
作
業
基
準
の
遵
守
を
妨
げ
る
お
そ
れ
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の
あ
る
条
件
を
付
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
策
等
の
実
施
の
指
針
）

第
十
八
条
の
二
十

有
害
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
措
置
は
、
科
学
的
知
見
の
充
実
の
下
に
、
将
来
に
わ
た
つ
て
人

の
健
康
に
係
る
被
害
が
未
然
に
防
止
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
十
八
条
の
二
十
一

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
有
害
大
気
汚
染
物
質
の
大
気
中
へ
の
排
出
又
は
飛
散
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
排
出
又

は
飛
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
の
施
策
）

第
十
八
条
の
二
十
二

国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
の
下
に
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
に
努
め
る

と
と
も
に
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
の
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
は
、
前
項
の
調
査
の
実
施
状
況
及
び
同
項
の
科
学
的
知
見
の
充
実
の
程
度
に
応
じ
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
ご
と
に
大
気
の
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る

被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
程
度
を
評
価
し
、
そ
の
成
果
を
定
期
的
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
は
、
事
業
者
が
前
条
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
促
進
し
、
及
び
次
条
の
地
方
公
共
団
体
の
施
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
有
害
大
気
汚
染
物

質
の
排
出
又
は
飛
散
の
抑
制
の
た
め
の
技
術
に
関
す
る
情
報
を
収
集
整
理
し
、
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
施
策
）

第
十
八
条
の
二
十
三

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
区
域
に
係
る
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
事
業
者
に
対
し
、
第
十
八
条
の
二
十
一
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
に
対
し
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
努
力
）

第
十
八
条
の
二
十
四

何
人
も
、
そ
の
日
常
生
活
に
伴
う
有
害
大
気
汚
染
物
質
の
大
気
中
へ
の
排
出
又
は
飛
散
を
抑
制
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
二
十
六
条

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置

し
て
い
る
者
、
特
定
施
設
を
工
場
若
し
く
は
事
業
場
に
設
置
し
て
い
る
者
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
を
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設
置
し
て
い
る
者
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
者
若
し
く
は
特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
に
対
し
、
ば
い
煙
発
生
施
設
の
状
況
、
特
定
施
設
の
事
故
の
状
況
、
揮
発
性
有

機
化
合
物
排
出
施
設
の
状
況
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
の
状
況
、
特
定
粉
じ
ん
発
生
施
設
の
状
況
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
の

報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
、
特
定
施
設
を
工
場
若
し
く
は
事
業
場
に
設
置
し
て
い
る
者
、
揮
発
性
有
機
化
合

物
排
出
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
若
し
く
は
特
定
粉
じ
ん
排
出
者
の
工
場
若
し
く
は
事
業
場
若
し
く
は
特
定
工

事
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
ば
い
煙
発
生
施
設
、
ば
い
煙
処
理
施
設
、
特
定
施
設
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
、
特
定
粉
じ
ん
発

生
施
設
、
特
定
工
事
に
係
る
建
築
物
等
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
に
よ
る
報
告
の
徴
収
又
は
そ
の
職
員
に
よ
る
立
入
検
査
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が

生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

第
二
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
十
七
条
の
八
、
第
十

七
条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
四
、
第
十
八
条
の
八
、
第
十
八
条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
十
六
、
第
十
八
条
の
十
八
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
関
す
る
事
務

二

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
関
す
る
事
務

三

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

四

第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
関
す
る
事
務

五

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
及
び
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
事
務

六

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
を
求
め
、
又
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
関
す
る
事
務

第
三
十
三
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
七
条
第
三
項
、
第
十
八
条
の
四
、
第
十
八
条
の
十
六
、
第
十
八
条
の
十
八
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

２

過
失
に
よ
り
、
前
項
第
一
号
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の
禁
錮
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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一

第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
、
第
十
七
条
の
七
第
一
項
、
第
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
八
条
の
十

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
三
十
六
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
四
条
の
違
反
行
為
を

し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
三
十
七
条

第
十
一
条
若
し
く
は
第
十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
十
八
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。


